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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  53/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  53/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   3/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   9/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   7/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  53/02    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  53/08    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   3/02    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ   9/04    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   7/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月14日(2012.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第一の有機化合物、及び場合により第二の有機化合物を含有する多孔性の金
属有機骨格材料のメタンの貯蔵又は分離のための使用方法であって、その際、少なくとも
前記の第一の有機化合物が、少なくとも部分的に二座で少なくとも１つの金属イオンに配
位結合し、前記の少なくとも１つの金属イオンがＭｇ（ＩＩ）であり、かつ、前記の第一
の有機化合物はギ酸由来であり、かつ前記の第二の有機化合物は酢酸由来である多孔性の
金属有機骨格材料のメタンの貯蔵又は分離のための使用方法。
【請求項２】
　前記骨格材料が、第一の有機化合物及び第二の有機化合物を含有することを特徴とする
、請求項１に記載の使用方法。
【請求項３】
　メタンを、メタンに加えて一酸化炭素及び水素からなる群から選択されるガスの少なく
とも１つを有するガス混合物から分離することを特徴とする、請求項１又は２に記載の使
用方法。
【請求項４】
　前記メタン又はメタンを含有するガス混合物と、請求項１又は２に記載の有機金属骨格
材料とを接触する工程
を含む、メタンの貯蔵又は分離の方法。
【請求項５】
　少なくとも第一の有機化合物、及び第二の有機化合物を含有する多孔性の金属有機骨格
材料であって、その際、少なくとも前記の第一の有機化合物が、少なくとも部分的に二座
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で少なくとも１つの金属イオンに配位結合し、前記の少なくとも１つの金属イオンがＭｇ
（ＩＩ）であり、前記の第一の有機化合物はギ酸由来であり、かつ前記の第二の有機化合
物は酢酸由来である多孔性の金属有機骨格材料。
【請求項６】
　請求項５に記載の骨格材料のＸ線回折（ＸＤＲ）が、８°＜２Θ＜１２°の範囲で２つ
の反射を示し、２°＜Θ＜７０°の範囲で最大の反射を示すことを特徴とする骨格材料。
【請求項７】
　前記金属有機骨格材料が、Ｍｇ（ＩＩ）に加えてさらに金属イオンを有さないことを特
徴とする、請求項５又は６に記載の骨格材料。
【請求項８】
　前記金属有機骨格材料が、さらに少なくとも１つの金属イオンに配位結合する少なくと
も二座の有機化合物を含有しないことを特徴とする、請求項５から７までのいずれか１項
に記載の骨格材料。
【請求項９】
　第一の有機化合物と第二の有機化合物とのモル比が、１０：１～１：１０の範囲である
ことを特徴とする、請求項５から８までのいずれか１項に記載の骨格材料。
【請求項１０】
　（ａ）１１０℃～１５０℃の範囲の温度で少なくとも１０時間、硝酸マグネシウム六水
和物、ギ酸及び酢酸、並びに溶剤を含有する反応溶液を反応する工程、並びに
（ｂ）沈澱した固体を分離する工程
を含む、請求項５から９までのいずれか１項に記載の多孔性の金属有機骨格材料の製造方
法。
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